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データで読む水の文化　水にかかわる生活意識調査から

当センターでは、毎年６月に「水にかわる生活意識調査」を東京、名古屋、大阪の約600名を対象に実施し、７月にそ

の結果を公表しています。これまでの８年間の調査結果はセンターホームページでご覧いただくことができますが、この

コーナーでは、ホームページに盛り込むことのできなかった話題をご紹介します。

「水に接する行動」の時間グラフをつくってみました

2002年から、「水に接する行動」にどの程度の時間を割いているかを尋ねる質問を新たに加えました。
すでに公表している「洗濯、入浴、掃除、トイレ」などの日常行為の他にも、次の８つの行為についても調べています。

1. 温泉に入る
2. 海や川など自然の水に接する（海水浴、川遊び、潮干狩りなど）
3. プールで泳ぐ、運動する、遊ぶ
4. 釣りをする
5. 自家菜園・レンタル農園での農作業
6. お茶、お花、陶芸などの水を使う趣味や稽古事（茶道、華道、陶芸など）
7. 自家用車の洗車（洗車用機械での洗車も含む）
8. 噴水や流水など公園や街中の水に接する
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今回は、この８つの「水に接する行動」
を、「水に接する１回当たりの時間」と
「年間でその行動を行う頻度」から分類し
てみましょう。

図1：「水に接する行動」 最近行った一
日を思い出し、何分ぐらい時間を割いたか
答えてください。

図２：「水に接する行動」 １年間におい
て、どの程度の頻度で行っていますか。

図３：「水に接する行動」の「時間パター
ン（消費時間＋行為頻度）」

まず、それぞれの行為に、どの程度の
『時間』をかけているのでしょうか（図１）。

「自然の水に接する」人が万遍なく広がっ
ていることがわかります。一方「温泉」な
どは、約４割の人が30分から１時間の入浴
時間となっていますが、２時間以上お湯に
浸かっている人もかなりいます。

それでは、時間だけではなく『頻度』を
見てみましょう（図２）。

「プール」「自然」「温泉」は「年１回」が
一番多く、ほぼ同じ傾向ですが、「洗車」
「公園や街中で水に接する」とは異なりま
す。さらに、「釣り」「稽古」とも違うこと
がわかります。

さて、『時間』や『頻度』を個々に見る
だけではなく、両方を組み合わせた『時間
パターン』を描くとどうでしょうか（図３）。

「釣り」のように「頻度は低いが、いっ
たん遊ぶときは時間をかける」ものもあれ
ば、「農作業」「稽古事」のように「日常的
だが短時間」というものもあります。さら
に、「洗車」「公園」はその中間です。

このように水に接する行為を「時間パタ
ーン」で見ると、行為の差が一目瞭然にな
ります。このデータは都市部の暮らしを強
く反映していますが、おそらく、海辺や山
間部など地域による時間パターンの差もあ
ることでしょう。

なぜこのような差が生まれるのか？　ラ
イフスタイルの調査は、この問いから始ま
ります。
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■水の文化14号予告
特集「京都の謎」（仮）

知られざる水の都市・京都。

祭り、商い、神社仏閣

脈々と伝わる水と言い伝え。

第３回世界水フォーラムの模様も伝えながら

京都の謎解きに「遊」びます。

水の文化
Information

里川情報の募集をしています

本誌では近く、暮らしと川とのかかわりに光をあてた「里川」

（里山ではありません）の特集を企画しています。全国で里川活

動に携わっている方の情報がありましたら、お寄せください。

『水の文化』に関する情報をお寄せ下さい

本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水との関わり」

に焦点を当てた活動や調査・研究などをご紹介してまいります。

ユニークな水の文化楽習活動を行っている、「水の文化」にかか

わる地域に根差した調査や研究を行っている、こうした情報が

ありましたら、自薦・他薦を問いませんので、事務局まで情報

をお寄せください。

水の文化 バックナンバーをホームページで

本誌はモノクロで皆様に配布しておりますが、写真をはっき

り見たい！というご要望にお応えし、11号からはホームページ

にてカラーでバックナンバーを提供しています。すべてダウン

ロードできますので、いろいろな活動にご活用ください。

ホームページアドレス

http: //www.mizu.gr.jp/

日本の氾濫風景ではありません。
バンコクの水路には電信柱があって、
まるで日本の道路が冠水したように感じます。

水上バス停留所の浮桟橋（左）が陸（右）よりもはるか
に高い。雨期の満潮時、バンコク市内は潮の影響を強く
受ける。
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